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古
典
講
座「
徒
然
草
」

青
山
歴
史
村
☎
５
５
２
‐
０
０
５
６

　
「
徒
然
草
」の
中
か
ら
、
丹
波
に
ゆ
か
り

の
文
章
を
読
ん
で
い
く
、
３
回
連
続
の
講

座
で
す
。
初
め
て
の
方
で
も
楽
し
く
学
べ

ま
す
。

と　
き　
９
月
９
・
23
・
30
日（
土
）10
時

～
11
時
30
分

と
こ
ろ　
青
山
歴
史
村

講　

師　

中な
か

西に
し

健け
ん

治じ

さ
ん（
立
命
館
大
学

特
任
教
授
）

定　
員　
20
人（
先
着
順
）　
※
要
予
約
。

参
加
費　

２
０
０
０
円（
講
座
３
回
分
、

テ
キ
ス
ト
代
含
む
）　

※
入
館
料（
大
人

３
０
０
円
、大
学・高
校
生
２
０
０
円
、小・

中
学
生
１
０
０
円
）は
別
途
必
要
。

女
性
の
た
め
の
働
き
方

セ
ミ
ナ
ー

人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

再
就
職
の
際
に
知
っ
て
お
き
た
い
！　
社

会
保
険
や
税
金
・
年
金
の
最
新
情
報

と　
き　
９
月
８
日（
金
）10
時
30
分
～
12

時と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

講　

師　

西に
し

本も
と

恭き
ょ
う

子こ

さ
ん（
社
会
保
険
労

務
士
ニ
シ
モ
ト
事
務
所
代
表
）

定　
員　
８
人（
先
着
順
）

※
一
時
保
育
あ
り
。

第
19
回
篠
山
市
民
文
化

祭（
作
品
展
示
の
部
）

中
央
公
民
館
☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

と　

き　

９
月
21
日（
木
）～
23
日（
土
・

祝
）10
時
～
16
時（
23
日
は
15
時
ま
で
）

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

展　

示　

俳
句
・
茶
道
・
書
道
・
絵
画
・

俳
句
・
水
墨
画
・
絵
手
紙
・
生
花
・
刺
繍
・

手
芸
・
陶
芸
・
ち
ぎ
り
絵
な
ど

そ
の
他　

姉
妹
都
市
で
あ
る
犬
山
市
文

化
協
会（
愛
知
県
）か

ら
の
出
展
も
あ
り
ま

す
。
ま
た
山
野
草
展

を
篠
山
市
民
セ
ン

タ
ー
に
て
10
月
14
日

（
土
）～
16
日（
月
）に

開
催
予
定

プ
ロ
が
教
え
る
！　
　

ガ
ラ
ス
工
房
体
験
教
室

清
掃
セ
ン
タ
ー
☎
５
９
６
‐
０
８
４
４

一
般
コ
ー
ス
・
ガ
ラ
ス
の
ペ
ン
ダ
ン
ト
作

りと　
き　
９
月
29
日（
金
）13
時
30
分
～
16

時
30
分

と
こ
ろ　
清
掃
セ
ン
タ
ー

対　
象　
篠
山
市
内
ま
た
は
丹
波
市
山
南

地
域
に
在
住
の
方

定　
員　
10
人（
先
着
順
）

参
加
費　
１
回
２
０
０
０
円

申
し
込
み
方
法　
右
記
ま
で
電
話

重
陽
の
節
句

武
家
屋
敷
安
間
家
史
料
館

☎
５
５
２
‐
６
９
３
３

と　
き　
９
月
６
日（
水
）～
10
日（
日
）

と
こ
ろ　
武
家
屋
敷
安
間
家
史
料
館

被き
せ

綿わ
た

体
験

　
長
寿
を
祈
願
す
る
と
い
う
日
本
独
自
の

行
事
。
菊
の
花
を
真
綿
で
覆
っ
た
も
の
を

夜
露
に
あ
て
、
翌
朝
菊
の
香
り
が
移
っ
た

真
綿
で
肌
を
拭
う
風
習
。

お
ま
っ
ち
ゃ
体
験（
要
予
約
）

　
菊
を
イ
メ
ー
ジ
し
た
生
菓
子
で
の
お
抹

茶
体
験
で
す
。

体
験
料　
６
０
０
円（
お
抹
茶
と
生
菓
子
）

※
い
ず
れ
も
入
館
料（
大
人
２
０
０
円
、

大
学
・
高
校
生
１
０
０
円
、
小
・
中
学

生
50
円
）が
別
途
必
要
。

篠
山
市
都
市
計
画
審
議

会
委
員

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

　
都
市
の
健
全
な
発
展
と
秩
序
あ
る
土
地

利
用
、
都
市
施
設
の
整
備
お
よ
び
市
街
地

開
発
事
業
な
ど
に
対
し
、
市
民
の
皆
さ
ん

の
意
見
を
取
り
入
れ
る
た
め
、
篠
山
市
都

市
計
画
審
議
会
を
設
置
し
て
い
ま
す
。
委

員
の
改
選
に
当
た
り
、
審
議
会
に
参
画
し

て
い
た
だ
け
る
方
を
募
集
し
ま
す
。

任　
期　
委
嘱
の
日
か
ら
４
年
間

内　

容　

不
定
期
に
開
催（
主
に
平
日
の

昼
間
）さ
れ
る
審
議
会
で
、
都
市
計
画（
都

市
計
画
マ
ス
タ
ー
プ
ラ
ン
な
ど
の
計
画
策

定
、都
市
計
画
施
設
の
決
定
、廃
止
な
ど
）

に
関
す
る
諮
問
な
ど
に
対
し
て
調
査
審
議

を
行
い
ま
す

資　
格　
20
歳
以
上（
４
月
１
日
現
在
）の

市
内
在
住
、
在
勤
、
在
学
、
ま
ち
づ
く
り

な
ど
の
活
動
ま
た
は
事
業
を
し
て
い
る
方

で
、
篠
山
市
都
市
計
画
審
議
会
委
員
と
し

て
参
画
す
る
意
欲
が
あ
る
方（
ま
ち
づ
く

り
活
動
に
興
味
が
あ
る
、
ま
た
は
実
際
に

取
り
組
ん
だ
経
験
が
あ
る
な
ど
）お
よ
び

調
査
審
議
に
必
要
な
知
識
を
有
す
る
方　

※
た
だ
し
、
市
議
会
議
員
、
国
ま
た
は
地

方
公
共
団
体
の
常
勤
職
員
、
他
の
附
属
機

関
な
ど
の
公
募
委
員
を
除
く
。

「
わ
が
家
・
わ
が
村
」の
ふ
る
さ
と
に

住
も
う
帰
ろ
う
運
動
事
前
研
修
会

創
造
都
市
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
６

　
将
来
の
自
治
会
の
人
口
や
地
域
活
動
の

維
持
に
つ
い
て
考
え
ま
す
。

と　
き　
９
月
29
日（
金
）13
時
30
分
～
16

時と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

Ｄ
Ｖ
Ｄ
の
視
聴
と
講
演「（
仮

題
）地
域
住
民
と
自
治
体
職
員
の
連
携
・

役
割
」な
ど

講　

師　

嶋し
ま

田だ

暁あ
き

文ふ
み

さ
ん（
九
州
大
学
大

学
院
法
学
研
究
員
准
教
授
）

※
平
成
29
年
度
福
知
山
公
立
大
学
開
学
記

念
連
続
講
演
会
と
し
て
開
催
し
ま
す
。

観
月
園
遊
会

中
央
公
民
館
☎
５
９
４
‐
１
１
８
０

　
中
秋
の
名
月
を
眺
め
な
が
ら
、
音
楽
演

奏
、
お
茶
席
、
俳
句
・
川
柳
の
投
句
、
そ

し
て
書
道
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
よ
る
優
秀

句
の
発
表
な
ど
を
行
い
ま
す
。

と　
き　
10
月
４
日（
水
）18
時
30
分
～
20

時
45
分

と
こ
ろ　
篠
山
市
民
セ
ン
タ
ー

内　

容　

音
楽
演
奏（
石い

し

田だ

裕ひ
ろ

之ゆ
き

さ
ん
ほ

か
）お
茶
席
、
俳
句
・
川
柳
の
投
句
な
ど

参
加
費　

当
日
５
０
０
円（
整
理
券
持
参

の
方
は
４
５
０
円
）　

※
整
理
券
は
中
央

公
民
館
、城
東
公
民
館
、各
支
所
で
配
布
。

募
集
人
数　

２
人　

※
選
考
に
よ
り
決

定
。

申
込
期
限　
９
月
20
日（
水
）必
着

申
し
込
み
方
法　
地
域
計
画
課
ま
た
は
各

支
所
な
ど
に
備
え
付
け
の
申
込
書
に
小
論

文「
こ
れ
か
ら
の
篠
山
市
の
ま
ち
づ
く
り

に
つ
い
て
」（
８
０
０
字
程
度
）を
添
え
て

提
出篠

山
市
企
業
紹
介
展　

出
展
事
業
所

創
造
都
市
課
企
業
振
興
室

☎
５
５
２
‐
５
７
９
６

と
き
・
と
こ
ろ　
11
月
１
日（
水
）～
13
日

（
月
）の
８
時
30
分
～
17
時
15
分
＝
市
役
所

本
庁
舎
１
階
・
市
民
ホ
ー
ル
／
11
月
15
日

（
水
）～
30
日（
木
）の
９
時
～
22
時
＝
篠
山

市
民
セ
ン
タ
ー

※
11
月
14
日（
火
）は
展
示
物
の
移
動
日
。

資　
格　
市
内
に
本
社
ま
た
は
営
業
所
を

有
し
、
人
材
確
保
を
目
的
に
出
展
す
る
事

業
所

出
展
料　

無
料（
出
展
に
か
か
る
経
費
は

自
己
負
担
）

申
込
期
限　
９
月
15
日（
金
）

申
し
込
み
方
法　
企
業
振
興
室
に
備
え
付

け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
も
掲

載
）を
提
出

※
搬
入
お
よ
び
搬
出
は
出
展
者
の
責
任
に

お
い
て
お
願
い
し
ま
す
。

催
し

篠山自動車
教習所

☎079-552-0815☎079-552-0815（ ）http://www.sasayama-ds.comhttp://www.sasayama-ds.com

譲
ゆずる

Mランド丹波ささ山校

譲る人は 譲られる
広 告

募
集

病院、老人保健施設、居宅サービス
センターによる、切れ目のない医療・
介護を実践します。
兵庫医科大学　
ささやま医療センター（079-552-1181）
ささやま老人保健施設（079-552-6840）
ささやま居宅サービスセンター
（看護：079-555-6155　介護：079-555-6166）

ささやま医療センター
老人保健施設

居宅サービスセンター
→篠山市で初の試みである、定期巡回・
　 随時対応型訪問介護看護サービス

広 告
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2 

▲

5

き
れ
い
で
安
全
な
水
道

水
を
供
給
し
ま
す

上
水
道
課
☎
５
５
２
‐
５
０
９
３（
休
日・

夜
間
連
絡
先
☎
５
５
２
‐
０
２
４
１
）

　
上
水
道
課
で
は
毎
月
、
水
道
法
に
基
づ

い
た
水
質
検
査
を
行
っ
て
お
り
、
検
査
の

結
果
は
、
水
質
基
準
を
す
べ
て
ク
リ
ア
し

て
い
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

１
１
９
番
が
一
時
不
通

に
な
り
ま
す

消
防
本
部
☎
５
９
４
‐
１
１
１
９

　
電
話
交
換
機
の
切
り
替
え
に
伴
い
、
左

記
の
時
間
、
１
１
９
番
が
一
時
不
通
に
な

り
ま
す
。
予
め
ご
了
承
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く

お
願
い
し
ま
す
。
そ
の
間
、
☎
５
９
４
‐

１
１
１
９
は
常
時
つ
な
が
り
ま
す
。

と　
き  

９
月
28
日（
木
）23
時
～
23
時
10

分
の
間
の
２
分
間
程
度

第
２
回
消
防
設
備
士
試
験

消
防
本
部
☎
５
９
４
‐
１
１
１
８

と　
き　
11
月
11
日（
土
）

と
こ
ろ　
姫
路
獨
協
大
学（
姫
路
市
）

種　
類　
甲
種
第
１
～
５
類
、
乙
種
第
１

上
水
道

部
落
解
放
研
究
第
38
回
兵
庫
県
集
会（
県

研
）

と　
き　
10
月
14
日（
土
）

と
こ
ろ　
神
戸
市
勤
労
会
館

申
し
込
み
期
限　
９
月
20
日（
水
）

特
定
公
共
賃
貸
住
宅　

入
居
者

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

　
西
紀
北
地
区
内
の
特
定
公
共
賃
貸
住
宅

の
入
居
申
し
込
み
を
随
時
受
け
付
け
て
い

ま
す
。

募
集
住
宅
・
戸
数

○
か
す
が
団
地（
本
郷
）＝
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
４
戸

○
し
ゃ
く
な
げ
団
地（
本
郷
）＝
３
Ｌ
Ｄ
Ｋ

２
戸

○
こ
し
お
団
地（
本
郷
）３
Ｌ
Ｄ
Ｋ
３
戸

※
い
ず
れ
も
子
育
て
世
帯
枠（
中
学
校

を
卒
業
す
る
ま
で
の
子
ど
も
が
い
る

世
帯
お
よ
び
合
計
年
齢
が
80
歳
未
満

で
婚
姻
成
立
後
２
年
以
内
の
夫
婦
世

帯
）。

家　
賃　
３
万
９
０
０
０
円
～

７
万
１
０
０
０
円　

※
小
学
生
以
下
の

児
童
が
い
る
世
帯
は
３
万
１
７
０
０
円
～

津
波
警
報
、
特
別
警
報
や
、
国
や
地
方
自

治
体
が
配
信
す
る
災
害
・
避
難
情
報
な
ど

の
緊
急
情
報
を
対
象
エ
リ
ア
内
の
携
帯
電

話
な
ど
へ
一
斉
に
配
信
す
る
仕
組
み
で
す
。

　
緊
急
速
報
メ
ー
ル
は
、
マ
ナ
ー
モ
ー
ド

に
し
て
い
て
も
、
強
制
的
に
専
用
の
警
告

音
が
鳴
り
ま
す
。
携
帯
電
話
が
鳴
っ
て
は

い
け
な
い
場
合
は
、
あ
ら
か
じ
め
電
源
を

お
切
り
く
だ
さ
い
。

篠
山
市
歌
Ｃ
Ｄ
を
配
布

し
て
い
ま
す

秘
書
課
☎
５
５
２
‐
５
１
０
９

　

篠
山
市
歌「
い
ま　

こ
こ
に
生
き
る
」

（
平
成
12
年
５
月
20
日
制
定
）を
多
く
の
皆

さ
ん
に
知
っ
て
い
た
だ
く
た
め
、
録
音
し

た
Ｃ
Ｄ
を
無
料
で
配
布
し
て
い
ま
す
。

対　
象　
篠
山
市
歌
を
広
報
し
て
い
た
だ

け
る
グ
ル
ー
プ
・
団
体
・
会
社
・
個
人（
市

内
在
住
・
在
勤
を
問
い
ま
せ
ん
）　

※
配

布
枚
数
は
原
則
、
グ
ル
ー
プ
・
団
体
・
会

社
・
個
人
で
１
枚
。

申
し
込
み
方
法　
秘
書
課
・
各
支
所
に
備

え
付
け
の
申
込
書（
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

も
掲
載
）を
郵
送
、
Ｆ
Ａ
Ｘ
、
メ
ー
ル
ま

た
は
直
接
提
出

※
歌
詞
、
合
唱
用
の
譜
面（
同
声
・
混
声

三
部
合
唱
、
単
旋
律
）が
必
要
な
場
合

は
、
申
込
書
に
記
入
し
て
く
だ
さ
い
。

※
郵
送
も
可
。
譜
面
の
枚
数
に
よ
っ
て
料

金
が
異
な
り
ま
す
の
で
、
別
途
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

６
万
９
０
０
円
。

主
な
入
居
条
件　

①
原
則
、
同
居
す
る

親
族
が
あ
る
こ
と
②
入
居
者
、
同
居
親
族

の
所
得
月
額
の
合
計
が
15
万
８
千
円
以
上

48
万
７
０
０
０
円
以
下
の
世
帯
で
あ
る
こ

と（
所
得
の
上
昇
が
見
込
ま
れ
る
若
年
世

帯
は
入
居
可
）③
連
帯
保
証
人
が
２
人
あ

る
こ
と
な
ど

申
し
込
み
方
法　
地
域
計
画
課
お
よ
び
各

支
所
に
備
え
付
け
の
申
込
書
を
提
出　
　

※
郵
送
は
不
可
。

丹
波
篠
山
黒
枝
豆
販
売
の
店

農
都
政
策
課
☎
５
５
２
‐
６
５
８
０

　
丹
波
篠
山
黒
枝
豆
を
消
費
者
に
安
心
し

て
購
入
い
た
だ
く
た
め
、
市
観
光
情
報
サ

イ
ト
に
販
売
店
の
情
報
を
掲
載
し
、
登
録

証
を
無
料
で
配
布
し
ま
す
。

登
録
期
間　
登
録
日
か
ら
１
年
間

対　
象　
篠
山
市
に
居
住
し
て
い
る
方

掲
載
先　
篠
山
市
観
光
情
報
サ
イ
ト

申
し
込
み
方
法　

農
都
政
策
課
ま
た
は

各
支
所
に
備
え
付
け
の
申
請
書（
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
に
も
掲
載
）に
必
要
事
項
を
記
入

の
上
、
農
都
政
策
課
ま
で
提
出

※
販
売
店
の
写
真
を
掲
載
希
望
の
方
は

デ
ー
タ

を
提
出

く
だ
さ

い
。

曳ひ

き
家
が
で
き
る
物
件

篠
山
技
能
高
等
学
院☎

５
９
３
‐
１
１
０
２

　
篠
山
技
能
高
等
学
院
で
は
、
曳
き
家
が

で
き
る
物
件
を
、
訓
練
を
実
施
す
る
た
め

探
し
て
い
ま
す
。
曳
き
家
と
は
、
建
築
物

を
そ
の
ま
ま
の
状
態
で
移
動
す
る
建
築
工

法
で
す
。

工
事
期
間　
約
３
カ
月

費　
用　
物
件
に
よ
り
異
な
る
た
め
要
相

談工
事
方
法　

学
院
の
訓
練
生（
建
築
業
に

携
わ
る
プ
ロ
の
職
人
）が
曳
き
家
工
事
を

行
い
ま
す

人
権
啓
発
・
人
権
教
育

研
修
会
な
ど
の
参
加
者

人
権
推
進
課
☎
５
５
２
‐
６
９
２
６

　
人
権
問
題
に
つ
い
て
学
べ
る
よ
う
に
参

加
費
用
な
ど
の
一
部
を
助
成
し
ま
す
。

対　
象　
市
内
在
住
で
、
後
日
レ
ポ
ー
ト

を
提
出
し
て
い
た
だ
け
る
方

定　
員　
若
干
名

※
会
場
ま
で
、
市
バ
ス
で
送
迎
し
ま
す
。

第
64
回
兵
庫
県
人
権
教
育
研
究
大
会（
中

央
大
会
）

と　
き　
10
月
１
日（
日
）

と
こ
ろ　
県
立
加
古
川
南
高
等
学
校

申
し
込
み
期
限　
９
月
１
日（
金
）

～
７
類

申
請
期
間　

郵
送
・
持
参
＝
９
月
６
日

（
水
）～
19
日（
火
）　
※
消
印
有
効
。
持
参

は
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
９
時
～
17
時
。

／
電
子
申
請
＝
９
月
３
日（
日
）９
時
～
16

日（
土
）17
時

申
請
方
法　
（
一
財
）消
防
試
験
研
究
セ
ン

タ
ー
兵
庫
県
支
部（
神
戸
市
）へ
持
参
ま
た

は
郵
送
、
電
子
申
請　
※
詳
細
は
同
セ
ン

タ
ー
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
。

願
書
の
配
布　
篠
山
市
消
防
本
部
、
県
下

各
消
防
本
部

緊
急
速
報
メ
ー
ル
、
防
災
行
政
無

線
・
防
災
有
線
放
送
が
な
が
れ
ま
す

市
民
安
全
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
６

　
兵
庫
県
丹
波
地
域
合
同
防
災
訓
練
を
９

月
３
日
に
篠
山
城
跡
三
の
丸
広
場
周
辺
で

実
施
し
ま
す
。

　
こ
の
訓
練
に
伴
い
、
午
前
９
時
に「【
訓

練
・
訓
練
】御
所
谷
断
層
を
震
源
と
す
る

震
度
６
強
の
地
震
発
生
」の
緊
急
速
報

メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）の
配
信
お
よ
び

防
災
行
政
無
線
が
市
内
全
域
で
な
が
れ
ま

す
。
こ
の
機
会
に
地
震
が
起
こ
っ
た
時
の

身
を
守
る
行
動
や
、
避
難
の
方
法
に
つ
い

て
考
え
て
み
ま
し
ょ
う
。

緊
急
速
報
メ
ー
ル（
エ
リ
ア
メ
ー
ル
）

　

気
象
庁
が
配
信
す
る
緊
急
地
震
速
報
、

募
集

お
知
ら
せ

消
防

子育て世帯優先枠が
あります！
自然の中で子育てを

パック旅行から個人旅行まで、ラインアップいっぱい

㈲丹波旅行センター
〒669-2345　篠山市東岡屋 49-1（西町信号前）
Tel.079-552-2247 Fax.552-4095計画、ご予約はお早めに！ 定休日は土・日・祝日

●海外旅行 ●国内旅行
●JR券・航空券 OK！

紅葉狩りに、秋の味覚満喫の秋旅を！
JT
B 日
本旅行 Knt！

JT
B 日
本旅行 Knt！

広 告
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街
か
ど

リ
ポ
ー
ト

6 

▲

7

タ
ウ
ン

ト
ピ
ッ
ク
ス

8 

▲

13

市
政

レ
ー
ダ
ー

14 

▲

17

さ
さ
や
ま
ホ
ッ
ト

ス
テ
ー
シ
ョ
ン

18 

▲

19

は
ぐ
く
み

20 

▲

21

施
設
情
報
・

相
談

22 

▲

25

イ
ン
フ
ォ
メ
ー
シ
ョ
ン

26 

▲

31

特
集

2 

▲

5

う
ち
エ
コ
診
断（
無
料
）を

受
診
し
て
み
ま
せ
ん
か
？

兵
庫
県
地
球
温
暖
化
防
止
活
動
推
進
セ
ン

タ
ー
☎
０
７
８
‐
７
３
５
‐
２
７
３
８
／

農
都
環
境
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
７

　
家
庭
で
の
省
エ
ネ
や
節
電
の
取
り
組
み

方
法
に
つ
い
て
、
専
門
知
識
を
持
っ
た
診

断
士
が
具
体
的
に
ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す

（
所
要
時
間
40
～
60
分
）。

診
断
内
容

①
Ｃ
Ｏ
2
排
出
ラ
ン
キ
ン
グ

　
光
熱
費
の
デ
ー
タ
を
総
務
省
の
家
計
調

査
と
比
較
す
る
こ
と
で
、
家
庭
の
Ｃ
Ｏ
2

排
出
量
を
１
０
０
世
帯
中
の
順
位
に
換
算

し
て
表
示
し
ま
す
。

②
Ｃ
Ｏ
2
排
出
分
析

　
家
庭
の
ど
の
分
野
か
ら
ど
れ
だ
け
Ｃ
Ｏ

2
が
出
て
い
る
の
か
を
表
示
し
、
ど
の
分

野
で
削
減
す
れ
ば
よ
い
か
を
探
り
ま
す
。

③
効
果
的
な
取
り
組
み
の
提
案

　
主
な
取
り
組
み
を
、
費
用
や
効
果
の
大

き
さ
で
分
類
し
、
各
家
庭
の
ラ
イ
フ
ス
タ

イ
ル
に
応
じ
た
有
効
な
対
策
を
提
案
し
ま

す
。

※
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ（http://w

w
w

.eco-
hyo

go
.jp/glo

bal-w
arm

ing/
center/uchieco/

）。

人
工
透
析
治
療
の
通
院

費
を
助
成
し
ま
す

地
域
福
祉
課
☎
５
５
２
‐
７
１
０
２

助
成
の
要
件　
市
内
在
住
で
通
院
し
て
人

工
透
析
治
療
を
受
け
て
い
る
方
の
う
ち
①

～
④
全
て
の
要
件
を
満
た
す
方

①
じ
ん
臓
機
能
障
害
で
身
体
障
害
者
手
帳

の
交
付
を
受
け
て
い
る

②
人
工
透
析
治
療
法
を
受
け
る
た
め
、
自

家
用
車
ま
た
は
タ
ク
シ
ー
を
含
む
公

共
交
通
機
関
を
利
用
し
て
通
院
し
て

い
る　

※
医
療
機
関
の
旅
客
の
運
送

を
伴
わ
な
い
送
迎
車
な
ど
の
利
用
を

除
く
。

③
市
民
税
所
得
割
額
が
23
万
５
０
０
０
円

未
満
の
方（
３
～
６
月
通
院
分
は
平
成

28
年
度
、
７・
８
月
通
院
分
は
平
成
29

年
度
課
税
状
況
に
よ
る
）

④
他
法
令
に
よ
り
通
院
交
通
費
の
給
付
を

受
け
て
い
な
い

必
要
な
も
の　
助
成
金
交
付
申
請
書
兼
請

求
書（
地
域
福
祉
課
窓
口
に
備
え
付
け
）、

通
院
証
明
書（
交
付
決
定
後
に
提
出
必
要
。

前
回
交
付
を
受
け
た
方
は
不
要
）、
印
鑑
、

口
座
番
号
な
ど
を
確
認
で
き
る
も
の
、
身

体
障
害
者
手
帳

助
成
対
象
月　
３
～
８
月
分

受
付
期
間　
９
月
１
日（
金
）～
29
日（
金
）

提
出
先　
地
域
福
祉
課

９
月
１
～
10
日
は　
　
　

屋
外
広
告
物
適
正
化
旬
間

地
域
計
画
課
☎
５
５
２
‐
１
１
１
８

　
篠
山
市
で
は
、
違
反
広
告
物
パ
ト
ロ
ー

ル
を
実
施
し
、
違
法
な
貼
紙
や
立
看
板
等

の
除
却
や
撤
去
指
導
を
行
い
ま
す
。

看
板
の
安
全
点
検
を
し
ま
し
ょ
う

　
看
板
が
落
下
す
る
事
故
が
、
全
国
で
多

発
し
て
い
ま
す
。
管
理
を
怠
る
と
、
危
害

を
及
ぼ
す
恐
れ
が
あ
り
ま
す
。
事
故
が
起

き
る
と
、
広
告
主
や
管
理
者
な
ど
は
管
理

責
任
を
問
わ
れ
、
多
額
の
賠
償
金
が
発
生

す
る
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。
看
板
を
美
し

く
保
ち
、
安
全
を
確
保
す
る
た
め
に
、
専

門
業
者
に
よ
る
定
期
的
な
安
全
点
検
を
行

い
ま
し
ょ
う
。

看
板
を
出
す
に
は
原
則
許
可
が
必
要
で
す

　
屋
外
広
告
物
を
表
示
ま
た
は
設
置
す
る

場
合
は
、原
則
、許
可
申
請
が
必
要
で
す
。

未
申
請
ま
た
は
未
更
新
の
も
の
は
、
速
や

か
に
手
続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

屋
外
広
告
物
の
改
修
等
に
係
る
補
助
金

　
篠
山
市
屋
外
広
告
物
条
例
の
規
定
に
適

合
し
な
い
既
存
の
屋
外
広
告
物
に
つ
い

て
、
条
例
の
規
定
に
適
合
す
る
よ
う
屋
外

広
告
物
の
改
修
ま
た
は
撤
去
を
行
う
場
合

に
、
予
算
の
範
囲
内
に
お
い
て
費
用
の
一

部
を
補
助
し
ま
す
。
詳
細
は
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

平成29年7月末現在（前月比）

人　口	 42,283人	 （－42人）
　女	 21,979人	 （－23人）
　男	 20,304人	 （－19人）
世帯数 	 17,173世帯	 （＋12世帯）

特
定
医
療
費（
指
定
難

病
）医
療
受
給
者
証
の

更
新
手
続
き

丹
波
健
康
福
祉
事
務
所

☎
０
７
９
５
‐
７
３
‐
３
６
５
４

対　
象　
有
効
期
限
が
12
月
31
日
ま
で
の

受
給
者
証
を
お
持
ち
で
、
平
成
30
年
１
月

以
降
も
引
き
続
き
受
給
者
証
の
交
付
を
希

望
さ
れ
る
方

申
請
窓
口
・
受
付
日
時

○
丹
波
健
康
福
祉
事
務
所
地
域
保
健
課
窓

口（
丹
波
市
）＝
９
月
１
日（
金
）～
11

月
24
日（
金
）の
９
時
～
12
時
、
13
時
～

16
時
30
分　
※
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
。

○
四
季
の
森
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー
＝
10
月

10
日（
火
）・
26
日（
木
）、
11
月
13
日

（
月
）の
13
時
30
分
～
16
時

申
請
手
続
き
書
類　
更
新
申
請
書
、
臨
床

調
査
個
人
票
、
支
給
認
定
世
帯
基
準
員
の

平
成
29
年
度（
平
成
28
年
分
）市
民
税
課
税

証
明
書
、
世
帯
全
員
で
続
柄
の
入
っ
た
住

民
票
な
ど

※
対
象
者
に
は
、
８
月
下
旬
ま
で
に
案
内

文
を
個
別
に
お
送
り
し
ま
す
。
８
月
末

時
点
で
更
新
手
続
き
に
必
要
な
書
類

が
届
か
な
い
場
合
は
、
必
ず
お
問
い
合

わ
せ
く
だ
さ
い
。

環境・衛生
・休日のごみの持ち込み
清掃センター☎596-0844
と　き　9月18日（月･祝）
	 9:00 ～ 11:45、
	 13:00 ～ 16:00
ところ　清掃センター
・粗大ごみの戸別収集
市民衛生課☎552-6253
収集日　9月13日（水）
手数料　1,100円
※9月11日（月）までに市民衛生課、

各支所まで申し込み。
・資源ごみの拠点回収
市民衛生課☎552-6253
と　き　9月13日（水）
	 7:00 ～ 10:00
ところ　市役所第2庁舎前、各支所前、
	 清掃センター
※清掃センターのみ受け付けは8:30

～ 10:00。詳しくは｢ごみ分別カレ
ンダー｣をご覧ください。

証明書の発行など
市民課☎552-5242
・日曜窓口（毎月最終日曜日）
と　き	 9月24日（日）
	 8:30 ～ 12:00
・時間外延長窓口
と　き	 毎週火曜日（開庁日のみ）
　　　　17:15 ～ 19:00

お
知
ら
せ

今月の納税
　今月は国民健康保険税（3期）を納める月
です。

納期限　10月2日（月）
忘れずに納期内に納めましょう。
問い合わせ　税務課☎552-6927

　市税などの納付には便利な口座振替をご
利用ください。

消費生活情報
消費生活センター☎552-1186

「受取拒否」の方法
　消費者が承諾していないのに一方的に商品を送りつけら
れた（送りつけ商法）場合、契約は成立しておらず代金の支
払い義務はありません。受け取る必要もありません。商品
が届く方法はさまざまなので、「受取拒否」の方法を確認し
ておきましょう。
宅配便で届いた場合
　届いた日付、事業者の名前・住所・電話番号、商品名な
どをメモし、運送業者に持って帰ってもらう。
自宅の郵便受けに入っていた場合
○郵便局の配達…「受取拒絶」と書き、押印または署名を記

載したメモを郵便物に貼り付け、①配達担当者に渡す②
郵便窓口に持っていく③郵便ポストに投函する―のいず
れかの方法で返還する。

○郵便局以外の配達…運送事業者に連絡し、受け取り拒否
の方法を確認する。

※ただし、商品を開封してしまうと受け取り拒否できない
ので気をつけましょう。

4 年目の篠山城跡ミシシッピアカミミガメ防除調査
　篠山城跡の堀に生息する外来生物・ミシシッピアカミミガメの防
除作業を7月24日から26日にかけて行いました。
　これは市・市民・事業者・神戸大学で構成する「農都ささやま外
来生物対策協議会」が主体となり、堀から篠山川へのミシシッピア
カミミガメの拡大を防ぎ、南堀のハスの復活や、イシガメなど篠山
に元からいた生き物を保全することを目的としています。そのため
同時に捕獲したクサガメは後で堀に放しています。
　これまでの3年間で、合計
932匹のミシシッピアカミミ
ガメを捕獲してきましたが、
今回の調査では12匹の捕獲と
いうことで年々生息数が減少
していることが分かっていま
す。堀以外でもよく見かける
場所がありましたら情報をお
寄せください。
　次回の防除調査は9
月を予定しています。

ささやまエコ日記
わたしたちの地球のために

農都環境課
☎552ｰ1117

堀別合計と捕獲総数　

アカミミ クサガメ

北 堀 2 2
西 堀 0 37
東 堀 0 11
南 堀 3 27
内 堀 5 4
東 馬 出 0 0
南 馬 出 2 8
捕 獲 総 数 12 89

場所
カメ


